






































第一節 はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 
第二節 使用テキスト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 
第三節 先行研究と課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 


























結 論 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７８ 
 































































































































紀元後１００年～３００年頃   ：『二万五千頌般若経』 
紀元後１５０年～２５０年頃   ：『中論』 
紀元後４０５年前後       ：『声聞地』『菩薩地』 



































































































（１）樺山 [2007] p.110, 右段 ll.15－22. 
（２）Carr [1962] p.182, l.14－p.185, l.14. 





（３）ibid., p.40, ll.7－9. 
（４）Conze [1960] p.9, l.3－p.24, l.15. 
（５）梶山 [2001] p.348, l.2－p.350, l.13. 
（６）Schmithausen [1987] PartⅠ, p.13, l.30－p.14, l.13. 
（７）ibid., PartⅠ, p.12, ll.9－19. 






（９）梶山 [2008] p.176, l.2－p.177, l.7. 
（１０）竹村 [1995] 
（１１）袴谷 [1994] 
（１２）竹村 [1995] p.54, l.5－p.57, l.4. 




る。竹村 [1995] p.51, l.17－p.52, l.18. でも同様の見解が示されている。 
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（１４）SNS, p.14, ll.14－16. 
（１５）西尾 [1943a], [1943b], [1943c] 
（１６）西尾 [1943b] p.155, 上段 l.4－p.161, 下段 l.18. 
栗原 [1975] においても、勝義に関する般若経の説示が「勝義諦相品」の五相と
して示されていると指摘する。p.3, l.2－p.4, l.3. 
（１７）西尾 [1943c] p.287, 上段 l.2－p.293, 上段 l.3. 
（１８）勝呂 [1989] p.297, l.6－p.316, l.11. 
p.290, l.9－p.297, l.4. では、『解深密経』は序章を除く全文が『瑜伽師地論』「摂
決択分」に引用されていることから、先に本文が記述され、後にこれを独立した経
として流布する際に序章が作成、付加されたと推測している。 
（１９）長澤 [1958] p.210, 上段 l.4－p.212, 下段 l.20. 
（２０）阿 [1983] p.229, 上段 l.8－p.230, 上段 l.17. 
（２１）荒牧 [1976a], [1976b] 




ている。井筒の見解は、井筒 [1991] pp.7－317. に纏められている。 
（２４）ダルモードガタ菩薩の漢訳名は次のとおり複数ある。Dharmodgata（ダルモード
ガタ）を音写した「曇無竭」を菩薩名として付す訳者が多い。 
玄奘訳『大般若波羅蜜多経』：法涌菩薩（大正蔵 6巻, p.1061 上段, l.2.） 
無羅又訳『放光般若経』：法上菩薩（大正蔵 8 巻, p.142 中段, l.23.） 
鳩摩羅什訳『摩訶般若波羅蜜経』：曇無竭菩薩（大正蔵 8 巻, p.417 中段, l.2.） 
支婁迦讖訳『道行般若経』：曇無竭菩薩（大正蔵 8 巻, p.472 上段, l.4.） 
鳩摩羅什訳『小品般若波羅蜜経』：曇無竭菩薩（大正蔵 8 巻, p.581 上段, l.12.） 
施護訳『佛説佛母出生法蔵般若波羅蜜多経』：法上菩薩（大正蔵 8 巻, p.669 中段, 
l.14.） 
菩提流支訳『深密解脱経』：曇無竭菩薩（大正蔵 16 巻, p.666 下段, l.13.） 
玄奘訳『解深密経』：法涌菩薩（大正蔵 16 巻, p.688 下段, l.13.） 
眞諦訳『佛説解節経』：曇無竭菩薩（大正蔵 16 巻, p.712 中段, l.18.） 
（２５）SNS, p.34, ll.11－17. 
『解深密経』に登場する菩薩が列挙されている。菩薩でないスブーティは名前を
挙げられていない。 
































































































































































































































































また、ここでは、完全な智慧と究極の目的（paramArtha は parama と artha の複合語）





































































































































































































いる。p.115, l.11－p.116, l.1. 
なお、筆者は原 [1979] を拝見する過程で、岩本 [1977] の知見を得たことを付
け加えておく。 
（２）廣澤 [1993] p.347, l.17－p.348, l.5. 
世尊滅後、人格化された仏陀像を直接世尊に求めることは困難となり、世尊の語
った言葉の解釈を通じて、仏陀のイメージ化を図ることになる。その際、世尊によ
り語られた内実に遡及する実践の体系が仏教であるという。p.341, l.2－p.342, l.11. 
（３）ASP, p.2, ll.4－6. 
（４）ibid., p.2, ll.7－8. 
（５）廣澤 [1993] p.351, ll.4－14. 
p.357, l.17－p.358, l.4. では、『八千頌般若経』は「仏陀の威厳によって」スブー
ティが語る場面を物語の節目に挿入していると指摘し、例として次の一文を挙げて
いる。 














（６）ASP, p.126, ll.9－11. 
（７）ibid., p.126, ll.11－23. 





（９）ASP, p.183, ll.2－5. 
（１０）PVSP, Ⅰ-2, p.81, ll.21－30. 





（１２）AKBh, p.450, l.7. 
藤田 [1982] p.439, ll.6－11. では、三三昧を三解脱門と称するのは、南北両伝共
に部派の時代以降であるが、禅定による解脱を重視する考え方は、既に原始仏教に
胚胎していたと論じている。 
（１３）ASP, p.173, ll.3－10. 







（１５）ASP, p.173, ll.11－15. 
（１６）ibid., p.235, ll.5－9. 
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（１７）Edgerton [2004] p.561, 左段 ll.20－23. 
samajJA は英語の name の意味であり、 saMjJA samajJA prajJapti(H) 
vyavahAra(H)と連続して表現するときにのみ用いられる語であるという。この連続
した表現は、『八千頌般若経』と『十万頌般若経』に見られるという。 
（１８）ASP, p.89, ll.17－18. 
（１９）ibid., p.13, ll.7－8. 
（２０）ibid., p.176, ll.13－14. 
（２１）原 [1979] p.84, ll.1－8. 
（２２）ASP, p.224, ll.27－29. 
（２３）ibid., p.224, l.30－p.225, l.8. 
（２４）ibid., p.225, ll.13－19. 
（２５）ibid., p.252, ll.12－13. 
（２６）ibid., p.253, ll.2－11. 
（２７）ibid., p.253, ll.11－14. 


















（２９）勝崎 [1995] p.34, 上段 ll.9－11. 
ダルモードガタ菩薩はサダープラルディタ菩薩の質問に答えた後、七年間、瞑想
状態に入る。その後、さらに七日間、瞑想を続けた後、サダープラルディタ菩薩に
完全な智慧を説き明かす（ASP, p.256, l.31－p.259, l.28.）。勝崎はこの展開はあた
かも世尊が成道後、なお菩提樹下で瞑想を続け、七日後に瞑想状態から立ち戻った
という仏伝に記された故事（jAtaka；本生）を踏襲していると指摘する。p.33, 上
段 l.20－下段 l.2. 
梶山雄一は、康僧会訳『六度集経』（世尊が前世に菩薩として六波羅蜜を修行し
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ていた時代の物語九十一篇を編集した経典）巻第七「禅度無極章第五」に記された




梶山 [2002] p.28, l.13－p.31, l.5. 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（１）廣澤 [2010] p.70, l.13－p.72, l.9. 
（２）SBh, p.126, ll.5－7. 
（３）SN, PartⅡ, p.267, ll.6－7. 
なお、SN, PartⅤ, p.407, ll.10－11. に同文の記述がある。 
（４）藤田 [1982] p.424, l.2－p.425, l.15. 
（５）BBh, p.265, ll.3－13. 
（６）ASP, p.135, ll.6－12. 
（７）ibid., p.239, ll.13－17. 
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p.651, 上段 ll.11－18. 
（９）BBh, p.46, ll.7－10.；高橋 [2005] p.99, ll.7－8. の校訂参照。 
（１０）廣澤 [2010] p.75, ll.6－10. 
（１１）BBh, p.47, l.16－p.48, l.6.；高橋 [2005] p.101, l.8－p.102, l.6. の校訂参照。 








（１３）BBh, p.276, ll.2－14. 
（１４）ibid., p.276, ll.15－26. 
（１５）本稿第一章 p.11, ll.23－32. 




（１８）本稿第一章 p.13, ll.24－26. 及び p.13, l.34－p.14, l.2. 
（１９）BBh, p.48, ll.20－22.；高橋 [2005] p.103, ll.6－8. の校訂参照。 
（２０）ibid., p.50, ll.16－21.；同上 p.106, ll.11－14. の校訂参照。 
（２１）ibid., p.41, ll.15－22.；同上 p.92, ll.6－10. の校訂参照。 
（２２）ibid., p.37, ll.8－21.；同上 p.85, l.9－p.86, l.3. の校訂参照。 
（２３）ibid., p.37, l.22－p.38, l.1.；同上 p.86, ll.5－9. の校訂参照。 
（２４）ibid., p.38, ll.2－17.；同上 p.86, l.11－p.87, l.7. の校訂参照。 
（２５）廣澤 [2005] p.202, ll.9. 
（２６）BBh, p.38, ll.18－28.；高橋 [2005] p.87, l.9－p.88, l.1. の校訂参照。 
（２７）ibid., p.57, ll.2－3.；同上 p.117, ll.4－5. の校訂参照。 
（２８）MK, p.349, l.15. 及び p.350, ll.4－5. 
（２９）Edgerton [2004] p.381, 左段 ll.8－10. 
（３０）MK, p.503, ll.10－11. 
（３１）津田眞一によると、龍樹にとって空性とは、当初、唯一普遍の存在としての無明





p.144, l.15－p.145, l.5. 及び p.147, ll.11－22.  
（３２）MK, p.505, ll.2－3. 
（３３）ibid., p.11, ll.13－16. 
（３４）ibid., p.86, ll.18－19. 
（３５）龍樹は伝統的な十二縁起を否定する一方、『中論』第二十六章では十二縁起を採り
上げ、これを説明している。ただし、自らの主張する相互依存関係に基づく縁起と
の相違については何等言及していない。MK, p.542, l.10－p.559, l.11. 
この点について中村元は、第一章から第二十五章に説く龍樹独自の縁起と従来の
アビダルマの縁起との相違を明確に示すため、敢えて第二十六章で従来の縁起を付
加的に説明したのであろうと推測している。中村 [2002] p.166, l.12－p.167, l.8. 
（３６）ASP, p.231, l.30－p.232, l.3. 
（３７）本稿第一章 p.16, ll.6－16. 
（３８）ASP, p.254, ll.20－25. 
（３９）本章 p.24, l.33－p.25, l.11. 
（４０）BBh, p.46, ll.7－19.；高橋 [2005] p.99, l.7－p.100, l.1. の校訂参照。 
（４１）淺野 [2013] p.105, l.28－p.106, l.16. 
（４２）廣澤 [1999] p.64, l.16－p.65, l.1. 
（４３）本章 p.30, l.29－p.31, l.6. 
（４４）本章 p.31, ll.25－34. 














































































（５０）本章 p.22, ll.3－23. 
（５１）BBh, p.39, ll.1－2.；高橋 [2005] p.88, ll.3－4. の校訂参照。 
（５２）ibid., p.39, ll.3－17.；同上 p.88, l.6－p.89, l.3. の校訂参照。 
（５３）ibid., p.39, ll.18－22.；同上 p.89, ll.5－7. の校訂参照。 
（５４）ibid., p.39, ll.23－27.；同上 p.89, ll.9－11. の校訂参照。 





い難いと批判する。de Jong [1975] p.58, ll.8－14. 
（５６）本稿第一章 p.12, ll.13－19. 
（５７）本章 p.28, ll.14－18. 
（５８）BBh, p.54, l.17－p.55, l.3.；高橋 [2005] p.113, l.9－p.114, l.4. の校訂参照。 
（５９）MK, p.492, ll.4－5. 
文中の satya は、動詞√as（ある，存在する等）の現在分詞 sat（～にある，存
在している等）から派生した名詞であり、モニエルによると、その中性名詞 satyam
には「truth」「reality」の意味があり、世俗諦や勝義諦或いは四聖諦の「諦」を表
すという。Monier-Williams [2004] p.1135, 右段 ll.41－49. 
一般的に truth は「真実，事実，真理」等と和訳されるが、従来、「真理」を採用
することが多く、例えば、三枝 [2003] p.639, ll.5－7.では世俗諦を「世間の理解と
しての真理」、勝義諦を「最高の意義としての真理」、また、中村 [2002] p.379, ll.16
－17.では前者を「世俗の覆われた立場での真理」、後者を「究極の立場から見た真
理」と翻訳している。さらに、四聖諦を「四つの聖なる真理」と訳し（三枝 [2003] 
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義諦を「真の意味での実態」と訳出している。p.164, l.17－p.174, l.7. 
また、服部 [2005] によると、satya は『リグ・ヴェーダ』以来、インド哲学で
重要視された語であり、言葉や意図、欲望等が現実となる、換言すれば、それらが





















（６１）MK, p.494, ll.12－13. 


























































































































































行（認識を形成する力）の［生み出した言葉をもたらす］原因（saMskAranimitta ,  Hdu 
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（１）本稿序論 p.4, l.4－p.5, l.21. 
（２）『解深密経』の序章は、世尊の周りに諸菩薩やスブーティを含む声聞達、ガンダ
ルヴァ、ガルダ等が集い、すべての説法が満座を前に行われることを描いている

















（３）SNS, Ch.Ⅰ, p.34, ll.32－34. 
（４）ibid., Ch.Ⅰ, p.35, ll.1－4. 
（５）ibid., Ch.Ⅰ, p.35, ll.11－19. 
（６）ibid., Ch.Ⅰ, p.35, ll.19－24. 及び p.36, ll.3－8. 
（７）阿 [1983] p.229, 上段 l.8－下段 l.19. 
（８）SNS, Ch.Ⅰ, p.36, ll.9－13. 
（９）ibid., Ch.Ⅰ, p.36, l.14－p.38, l.14. 
（１０）本稿第二章 p.31, ll.15－17. 
中村元は、無明から識や名色が成立すると理解するには難を免れず、これを解消
するため、識と名色を成立させる根本的な力である行の概念が生み出されたと考え、






表現する時には後者を表していると論じている。中村 [1994] p.512, l.8－p.514, l.3. 
（１１）本稿第二章 p.39, ll.5－10. 
（１２）兵藤 [2010] p.330, l.17－l.30. 
p.332, ll.20－21. では、saMskAranimitta を観念、精神的迷乱と解釈し、そこに
唯識論的傾向を読み取ることが可能であると述べている。 




（１３）袴谷 [1994] p.193, l.8－l.19. 
（１４）SNS, Ch.Ⅱ, p.39, ll.17－22. 
（１５）ibid., Ch.Ⅱ, p.39, l.30－p.40, l.27. 
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（１８）SNS, Ch.Ⅵ, p.60, ll.18－21. 
（１９）大正蔵 16 巻, p.693 上段, l.17. 
（２０）SNS, Ch.Ⅵ, p.60, ll.25－30. 
（２１）横山 [1979] では、paratantra の意義を次のように論じている。 

































状 態 で あ れ ば 、 他 方 も そ れ に 対 応 し て 良 好 或 い は 不 良 に な る
（ekayogakXematva；同安危）という意味で、潜み、隠れているからである。 
［この識は、］心（citta）とも言う。と言うのは、それ（識）は、諸々の色と
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声と香と味と触と法によって、積み重ねられ、増長された［ものである］からで
ある。（SNS, Ch.Ⅴ, p.55, ll.22－29.） 
ヴィシャーラマティよ、その阿陀那識に基づき、支えられて、六種類の識、す
なわち、眼識と、耳識と、鼻識と、舌識と、身識と、意識、［これら］諸 ［々の識］





かった。（SNS, Ch.Ⅴ, p.58, ll.20－25.） 














てゆく。吉田 [1939] p.24, l.7－p.25, l.6.  
横山の見解を否定する根拠はないが、思想史における阿頼耶識の登場を合理的に
解釈することの必要性を改めて考えさせられる。 
（２５）Schmithausen [1987] PartⅠ, p.18, ll.2－30. 及び p.32, l.21－p.33, l.11. 
シュミットハウゼンは『三摩呬多地』の次の一節を阿頼耶識の理論的起源と考え、






して消失せずに存在しているのである。（ibid., PartⅡ, p.276, ll.32－36.） 
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と関連付けて説いたことにより、阿頼耶識が本質的には身体に依存せず、一種の個






役を果たしたと論じている。荒牧 [1963] p.211 下段, l.3－l.9. 及び p.213 下段, l.8
－l.22. 
（２８）SNS, Ch.Ⅵ, p.61, ll.1－6. 
（２９）大正蔵 16 巻, p.693 上段, l.21. 




じた言語習慣における言葉である」と定め（本章 p.51, ll.9－15.）、parikalpa とい
う語を用いたところに思想発達の跡を認めることができるという。さらに、
parikalpa という表現から、その過去受動分詞である parikalpita（遍計所執）は予






























Ⅶ, p.85, ll.9－33.） 
（３２）SNS, Ch.Ⅲ, p.42, ll.26－30. 
（３３）ibid., Ch.Ⅲ, p.43, ll.5－31. 
（３４）ibid., Ch.Ⅲ, p.44, l.25－p.46, l.2. 
（３５）ibid., Ch.Ⅶ, p.80, l.36－p.81, l.24. 
（３６）ibid., Ch.Ⅵ, p.63, l.22－p.64, l.2. 
（３７）本章 p.56, ll.27－33. 
（３８）SNS, Ch.Ⅳ, p.50, ll.1－7. 
（３９）ibid., Ch.Ⅳ, p.50, l.19－p.51, l.8. 
（４０）大正蔵 16 巻, p.692 上段, l.3. 
（４１）SNS, Ch.Ⅳ, p.51, l.10－p.52, l.28. 
（４２）本稿第一章 p.16, ll.6－16. 
（４３）本稿第一章 p.15, ll.16－25. 及び p.18, ll.1－6. 
（４４）本稿第一章 p.14, ll.26－28. 
（４５）SNS, Ch.Ⅷ, p.99, ll.9－25. 











（４７）SNS, Ch.Ⅸ, p.140, l.19－p.141, l.2. 
（４８）BBh, p.96, ll.12－16. 
同様の記述を p.212, ll.2－7. にも確認できる。 
（４９）平川 [1979] p.253, l.11－l.12. 
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（５１）平川 [1979] p.253, l.15－p.254, l.2. 
因明の成立する要素として、現量・比量・聖教量の三つがあることは、矢板 [1992] 
p.515, l.6－l.16. に確認できる。また、現量には三種類、比量には五種類、聖教量
には三種類あること及びそれぞれの内容については、p.517, l.8－p.528, l.1. に認め
ることができる。 
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